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Characterization of carrier transport in conductive polymer PEDOT:PSS films  

by THz-IR spectroscopy 
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【はじめに】導電性高分子はレアメタルを用いる ITO 代替の透明電極や太陽電池などへの応用が期待され、導電

性向上を目指してた研究が行われている。導電性高分子 PEDOT:PSSは安定した高導電性・加工性から産業利用が

すすめられているが、その高導電性発現機構については十分理解されていない。これまでに我々は、導電性高分

子 PEDOT:PSS (poly(3,4–ethylenedioxythiophene): poly (4-styrene sulfonate))へのエチレングリコール(EG)添加効果（2

次ドーパント効果）について、THz から赤外-紫外にわたる広帯域分光(THz-IR-UV 分光)による解析を進めている。

テラヘルツ帯の光学伝導度は、数十 nm 領域のキャリア輸送を反映しており、PEDOT:PSS 高次構造の乱れによる

キャリア局在化の影響が強く表れる[1,2]。本研究では、EG添加濃度の異なる PEDOT:PSS（PH1000）の THz帯光

学伝導度スペクトル、広帯域反射スペクトル(20～1500THz)及び直流電気伝導度の温度依存性を測定し、キャリア

の局在機構について考察した。 

【実験結果】図(a)及び(b)に EG 濃度 0%及び 10%の PH1000 試料の広帯域反射率スペクトルを示す。5K～300K で

温度変化のないフリーキャリアの存在を示唆するプラズマ反射スペクトルが観測されている。図(c)及び(d)に EG

濃度 0%、10%の THz帯光学伝導度を示す。Drude modelとは異なる伝導度スペクトルが観測されており、こちら

は温度と共に減少する傾向を示している。THz 帯光学伝導度スペクトル及び広帯域反射スペクトルの温度依存性

は、PEDOT:PSSを金属領域と絶縁体領域（ホッピング伝導）の直列接続で考える SSFHC (Series sequence of free 

carrier and hopping conduction) モ

デルにより再現することができる。

得られたパラメータから温度上昇

及び EG添加による THz帯伝導度

増大はホッピング伝導度の増大に

起因することが示唆された。XRD

等の構造解析結果から、PEDOT分

子の結晶化や PEDOT 結晶の凝集

によるホッピング伝導度増大が高

導電性発現機構として考えられる。 

講演では、PEDOT重合度依存性や

面内配向膜を用いた異方的キャリ

ア輸送の測定結果も含めて、

PEDOT:PSS のキャリア輸送機構

について議論する。 
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図 (a)EG0%IR-Vis 反射率、(b)EG10%IR-Vis 反射率、光学伝導度温度依存

性(c) 0% 、(b) 10%  
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